
化学同窓会 2020「るつぼ」セミナー 2020.9.25

化学部⾨の今
ことわり

令和2年度 部⾨⻑ 村越 敬（物理化学研究室）

「るつぼセミナー」10周年記念回



化学とは︖
⾃然科学の中核

重要で相関が強い分野が⾚く⽰されている
サイエンスマップ

医療

環境

宇宙⼈⼯知能

脳・神経

農学

量⼦
情報

計算機科学

情報

化学エネルギー

北⼤全学教育科⽬「化学I」共通教科書
「化学︓物質の構造と性質を理解する」“はじめに”より



４研究室

理学部化学科
~原子・分子からエネルギー・生命・医療まで~

*教授不在研究室

物質化学

生物有機化学

有機化学第二

発生生理学

触媒理論化学

世界をリードする研究!
高分子機能科学

データ数理研究

分子生体防御

生物化学 物理化学
量子化学

構造化学
理論化学

有機化学第一

有機金属化学
有機反応論 錯体化学

分析化学

光電子ナノ材料
物質変換化学

生物化学 物理化学

無機・分析
化学

有機化学

化学
2１研究室

無機化学
固体化学
液体化学



北海道大学化学反応創成研究拠点
The Institute for Chemical Reaction Design and Discovery iCReDD

化学反応の高度な設計と高速開発の実現

拠点長：前田 教授
量子化学計算に基づく反応経路自動探索による
化学反応経路ネットワークを算出



JR札幌駅

触媒化学研究所

電子科学研究所

遺伝子病制御
研究所

理学部
理学研究院

つくばサテライト

物質・材料研究機構

化学科の関係する北海道大学化学系研究室

化学反応創成研究拠点

iCReDD

１３研究室
２研究室

３研究室

３研究室

４研究室
（博⼠課程）

⼯学研究院



REPORT
◥

ORGANIC CHEMISTRY

Asymmetric remote C–H borylation of aliphatic
amides and esters with a modular iridium catalyst
Ronald L. Reyes1,2, Miyu Sato2, Tomohiro Iwai2, Kimichi Suzuki1,2,
Satoshi Maeda1,2, Masaya Sawamura1,2*

Site selectivity and stereocontrol remain major challenges in C–H bond functionalization chemistry,
especially in linear aliphatic saturated hydrocarbon scaffolds. We report the highly enantioselective and
site-selective catalytic borylation of remote C(sp3)–H bonds g to the carbonyl group in aliphatic
secondary and tertiary amides and esters. A chiral C–H activation catalyst was modularly assembled
from an iridium center, a chiral monophosphite ligand, an achiral urea-pyridine receptor ligand, and
pinacolatoboryl groups. Quantum chemical calculations support an enzyme-like structural cavity formed
by the catalyst components, which bind the substrate through multiple noncovalent interactions.
Versatile synthetic utility of the enantioenriched g-borylcarboxylic acid derivatives was demonstrated.

A
liphatic carboxylic acids constitute one
of the most fundamental and widespread
compound classes in nature and serve
as major feedstock chemicals. Metal-
catalyzed activation and functionaliza-

tion reactions of unactivated C(sp3)–H bonds
in the saturated hydrocarbon frameworks of
these substances have emerged as a straight-
forward methodology to access valuable chem-
icals and build up molecular complexity (1–10).
Among those, the reactivities of b-C(sp3)–H

(1–6) bonds or g-C(sp3)–H bonds (7–10) have
been demonstrated under chelation-assisted
strategies to form five- or six-membered metal-
lacycles, respectively (Fig. 1A). In the g-C–H
functionalizations, however, the targeted C–H
bonds belonged to terminal methyl groups
branching from the aliphatic chains of the
substrates. Thus far, the activation and subse-
quent functionalization of remote g-methylene
C–H bonds remain elusive, and hence their
enantioselective transformations are highly
challenging (Fig. 1A). The pioneering work
of Breslow in the development of P-450 mim-
ics for the hydroxylation of remote C(sp3)–H
bonds in steroids using cyclodextrin-modified
metalloporphyrins (11) inspired the creation

of various biomimetic systems (12, 13). Despite
the conceptual advances of these systems,
the elaborate preparations and limited sub-
strate scopes hinder their utility in organic
synthesis.
As another challenge for C–H activation, re-

mote C(sp2)–H bond activation in arenes has
also gainedmomentum recently. For instance,
Yu reported the remote C(sp2)–H alkenylation
of 3-phenylpyridines enabled by a template
that binds to twometal centers (14). Kanai and
Kuninobu introduced receptor ligands com-
posed of a bipyridine metal-chelation moiety,
derived from awell-established C–Hborylation
catalyst (15, 16), linked by an aromatic spacer
to a urea-based hydrogen-bonding moiety, re-
sulting in excellent regioselectivity for the Ir-
catalyzed meta-selective C(sp2)–H borylation
of benzamides and esters (17). More recently,
Phipps demonstrated the viability of using ion-
pairing interactions between a chiral cation
and an anionic group linked to a bipyridine
ligand bound to the iridium center for the
desymmetrization of geminal diaryl motifs
through meta-selective and enantioselective
C(sp2)–H borylation (18).
We recently developed an enantioselective

borylation of unactivated methylene C(sp3)–H
bonds in 2-alkylpyridines (19) (Fig. 1B) with
bis(pinacolato)diboron (pinB–Bpin) and fur-
ther extended the reactivity to the enantio-
selective borylation of N-adjacent C(sp3)–H bonds
in carboxamides and related compounds (20).
We proposed that this catalytic system, con-
sisting of a chiral monophosphite ligand (L*)
(21) and tris(boryl)iridium Ir(Bpin)3 (15, 16),
generates a binding cavity resembling an en-
zyme active site. The Ir catalyst recognizes the
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Fig. 1. Proximal and distal
functionalizations of C–H
bonds. (A) Conceptual
framework in the function-
alization of both proximal
and remote C–H bonds.
(B) Our proposed strategy
for the borylation of a
remote C(sp3)–H bond in
aliphatic carboxylic acid
derivatives.
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 ᚓられた CoPtナノ⢏Ꮚෆໟᚤᑠ⟶を 0.37 T㸦テスラ㸧の☢᮰ᐦᗘを᭷するᕷ㈍の

ネオジム☢▼Ꮡᅾ下でプレートにᅛᐃ໬したところ、"After" methodで作〇したᚤᑠ

⟶は☢ሙの᪉ྥであるỈᖹ᪉ྥに㠀ᖖにつ๎ṇしく㓄ิ໬することが᫂らかとなり

ました㸦ᅗ 4㸧。一⯡ⓗに☢ᛶᮦᩱを㓄ิ໬させるためには 10 T以上の☢ሙが⏝いら

れており、このようなごくᙅい☢ሙでᚤᑠ⟶が㓄ิ໬したのは኱ኚ⯆࿡῝い⤖ᯝです。

一᪉、"Before" methodで作〇したᚤᑠ⟶や、እ㒊⾲㠃に CoPtナノ⢏Ꮚをಟ㣭したᚤ

ᑠ⟶は☢ሙᛂ⟅ᛶを♧しませんでした。このことは、"After" methodで作〇したᚤᑠ

⟶は、そのෆ㒊の㐃⥆した CoPtナノ⢏Ꮚの㓄ิがナノワイヤーのようにാき、☢ሙ

ᛂ⟅ᛶがྥ上したことを♧၀しています。これはኳ↛の☢ᛶ⣽⳦と似た≉ᛶだといえ

ます。また、ศᏊモーターをᅛᐃしたプレート上でのᚤᑠ⟶の㐠ື㏿ᗘをゎᯒしたと

ころ、እ㒊⾲㠃に CoPtナノ⢏Ꮚをಟ㣭したሙྜは㏿ᗘが低下しましたが、"After" 

methodで作〇した CoPtナノ⢏Ꮚෆໟᚤᑠ⟶は㏻ᖖのᚤᑠ⟶にẚべて㏿ᗘが 1.2ಸቑ

኱していました。CoPtナノ⢏Ꮚがᚤᑠ⟶ෆ㒊でᙧᡂされることで、ᚤᑠ⟶の๛┤ᛶが

ቑ኱したためだと᥎ されます。 

 
図 3. (a) CoPt 䝘䝜粒子内包微小管䛾構築䛸 (b) ㏱㐣型㟁子㢧微㙾䠄TEM䠅像䚹 

白矢印䛾㯮䛔䝗䝑䝖䛜 CoPt䝘䝜粒子䜢表䛧䛶䛔䜛䚹 
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脂肪酸を有⽤物に変換する画期的な⼈⼯触媒を開発 
〜化学原料のバイオマス転換で持続可能社会への貢献に期待〜 

 
 
ポイント 

・炭素の鎖の中の狙った位置での化学反応を実現。 
・化学反応の位置を正確に測るものさしを持った触媒を開発。 
・単純な分⼦が⾃然に集まって触媒ができるので低コスト。 

 
概要 

北海道⼤学創成研究機構化学反応創成研究拠点(WPI-ICReDD)・同⼤学院理学研究院の澤村正也教
授らの研究グループは，バイオマス＊1由来の化学原料である脂肪酸を原料として様々な有⽤有機化合
物を効率よく合成する画期的な⼈⼯触媒＊2を開発しました。 

複雑な構造を持つ様々な有機化合物が医薬品などの合成に利⽤されています。これまでこれらの有
機化合物を得るには，枯渇資源である⽯油に由来する単純な構造の化学原料から多くの化学反応を繰
り返して合成するしかありませんでした。研究グループは，このような有機化合物をバイオマス原料
の脂肪酸から効率よく合成することに成功しました。脂肪酸は炭化⽔素基＊3と呼ばれる油になじむ⻑
い鎖状の部分（尾部）と，その鎖の端にあって⽔となじむカルボキシ基と呼ばれる部分（頭部）とか
らなるおたまじゃくし型の有機分⼦で，⽯鹸などの界⾯活性剤として私たちの暮らしの中で⼤量に利
⽤されています。⼀⽅，脂肪酸の合成化学原料としての利⽤は頭部カルボキシ基の化学変換に限られ，
尾部の炭化⽔素鎖はほとんど利⽤されてきませんでした。これは尾部の構成単位である炭素―⽔素結
合が多数並んでいて，そのうちどれか⼀つを選んで反応させることができなかったからです。 
 研究グループが開発した触媒は，炭素―⽔素結合を炭素―ホウ素結合に組み替える働きをする⾦属
中⼼に加え，脂肪酸頭部を捕まえる捕捉部位と両者を⼀定の距離でつなぐ調節部位を持っているの
で，調節部位の⻑さに応じた特定の位置の炭素―⽔素結合のみが化学反応を起こし，炭素―ホウ素結
合に変換されます。こうして⽣成する有機ホウ素化合物は，さらに様々な形に化学変換することがで
きます。 
 ⾦属中⼼と捕捉部位を繋ぐ調節部位は，頭部から反応点までの位置を調整する「ものさし」です。
ものさしの⻑さを変えることで脂肪酸尾部の様々な位置の炭素―⽔素結合を⾃在に変換できる可能
性があります。このように⽯油由来の原料から光合成によって⼆酸化炭素から作られるバイオマスに
原料転換することで，持続可能社会の実現への貢献が期待されます。 

なお，本研究成果は，2020年 8⽉ 20⽇（⽊）公開の Science誌にオンライン掲載されました。 
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ᴫせ 

 㫽取大学工学㒊化学バイオ⣔学⛉の✄ⴥ央助ᩍ、ᯇᾆ和則ᩍᤵらの◊✲グループは、

北ᾏ㐨大学大学㝔⌮学◊✲㝔のゅ五彰准ᩍᤵ、佐⏣和己ᩍᤵらの◊✲グループとの共

同◊✲により、タンパク㉁ナノチューブ≧㞟合体「ᚤ小⟶」の内㒊に☢ᛶナノ⢏子を

導入することで、市㈍の☢▼にᛂ⟅して㓄列化する「☢ᛶᚤ小⟶」のᵓ⠏に世⏺で初

めてᡂ功しました㸦図 1㸧。 

 
図 1. 本研✲䛾概念図䚹 

微小⟶䛻䝁䝞䝹䝖白㔠䠄CoPt䠅䝘䝜⢏子䜢内包䛩䜛䛣䛸䛷䚸☢石䛾外㒊☢場䛻沿䛳䛶微小⟶䛜㓄列䛧䛯䚹 

 

 天↛には☢ᛶナノ⢏子を体内に᭷する☢ᛶ⣽⳦が存在し、地☢Ẽにἢって㐠動する

ことが▱られています。☢ᛶ⣽⳦をᶍ倣した☢ᛶᮦᩱの㛤Ⓨが㐍められているものの、

「☢場ᛂ⟅ᛶ」と「㐠動ᛶ」を両❧することは困㞴でした。ᮏ◊✲では、㐠動ᛶを᭷

するタンパク㉁ナノチューブであるᚤ小⟶に╔┠し、⊂⮬に㛤Ⓨしたᚤ小⟶内㒊に⤖

合する Tau⏤᮶ペプチド TP*1を利⏝することで、☢ᛶを᭷するコバルトⓑ㔠㸦CoPt㸧

ナノ⢏子をᚤ小⟶内㒊に導入することにᡂ功しました。CoPtナノ⢏子内包ᚤ小⟶は、

100円均一ショップで市㈍されているネオジム☢▼*2にᛂ⟅して㠀常につ則ṇしく㓄

列することが᫂らかとなり、ᚤ小⟶ᮏ᮶の㐠動ᛶはῶ少することなく、むしろ増大し

ました。ᮏᡂᯝにより、ᚤ小⟶からなる㉸小型デバイスや分子ロボットの㐠動᪉向制

ᚚἲとしてのᛂ⏝がᮇᚅされます。 

 ᮏ◊✲ᡂᯝは、᪥ᮏ学⾡᣺⯆会 ⛉学◊✲㈝助ᡂ事ᴗ㸦18H05423、18H03673、

19K15699㸧、公┈㈈団ἲ人ụ㇂⛉学ᢏ⾡᣺⯆㈈団のᨭ᥼によりᚓられたもので、2020

年 6᭶ 11᪥にアメリカ化学会がⓎ⾜する「Nano Letters」㸦インパクトファクター

㸻12.3㸧のオンライン∧にᥖ㍕されました。 

令和㸰年㸴᭶㸯㸴᪥ 

㫽取大学⥲務企⏬㒊広報企⏬室 

北ᾏ㐨大学⥲務企⏬㒊広報ㄢ 

☢ᛶ⣽⳦から╔᝿した「☢ᛶ微小⟶」のᵓ⠏に 

世⏺で初めてᡂ功 

㹼市㈍の☢▼で微小⟶が㓄列化㸟㹼 
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ยޭͲ৾Ε෉͜Νร͓ͱཅΖ෾ࢢϫϚρφΝࣰݳ 
ʛ෾ࢢϠʖνʖͳ෾ࢢιϱγʖ͹࿊ܠͲଡ༹͵ӣಊΝՆ೵Ͷʛ 

 
ϛ΢ϱφ 
ʀยޭ৚ๅΝ״எ͢ͱӣಊ༹ࣞΝร͓ΔΗΖ਼ॉ⹛γ΢θ͹ޭۨಊཱࣙ෾ࢢϫϚρφΝࣰݳɽ 
ʀ෾ࢢϠʖνʖͳ෾ࢢιϱγʖ͹࿊ܠͶΓͮͱଡ༹͵ӣಊ͗Ն೵ɽ 
ʀ৚ๅԍؽࢋ೵͹Γ͑͵෾ࢢϠʖνʖࣰ͗ͤݳΖ߶ౕ͵෾ؽࢢ೵͵ʹ΃͹൅ఴͶغଶɽ 
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๼քಕ୉ָ୉ָӅཀྵָڂݜӅ͹ٝࢃܢ೯ঁگΔ͹ڂݜήϩʖϕͺɾޭ লࣻԾͲܩକదͶ෾ߑࢢଆΝ
รͤ׷ΖʰΠμϗϱκϱʱͳ͏͑෾ࢢ͹݃ধ͹ӣಊ͗ɾण͜Ζޭ͹ಝ੓ͶΓͮͱ୉͚͘รΚΖ͞ͳΝ
໎Δ͖Ͷ͢Ήͪ͢ɽ 

2016೧͹όʖϗϩԿָৈͺɾh ෾ࢢϜεϱ͹અܯͳ߻੔ʱͶଲ͢ͱ༫͓ΔΗΉͪ͢ɽ෾ࢢϜεϱ͹
ҲͯͶɾ༫͓ΔΗͪΦϋϩάʖΝྙָద͵ӣಊͶรͦ͠׷Ζ͞ͳ͗غଶ͠ΗΖ෾ࢢϠʖνʖː1͍͗Ε
Ήͤɽ͖͢͢ɾ߻੔ԿָదͶಚͪ෾ࢢϠʖνʖͲՁ͖ΝӮକదͶۨಊͦ͠Ζ͞ͳͺາͫͶೋ͚͢ɾ෾
 Κ͡ΖΝಚΉͦΞɽݶΝͤΖ͹͖ͺɾາஎ਼ͳݛ߫͵͹ऀճͶʹ͹Γ͑ୣࢴϠʖνʖ͗ࢢ
ͳ͢ͱཱࣙː2దͶϨθϞӣಊʤൕ෰ӣಊʥͤΖঘ͠͵݃ধͶͯݱήϩʖϕͺɾޭΝΦϋϩάʖڂݜ

͏ͱڂݜΝͮߨͱ͏ΉͤɽຌڂݜͲͺɾΉͥɾΠμϗϱκϱ෾ࢢ͹݃ধ͹஦Ͳ͹෾ࢢ͹ด;๏Ν໎Δ
͖Ͷ͢Ήͪ͢ɽ݃ ধ͹஦Ͳͺɾͨ ΗͩΗҡ͵Ζ๏޴Νͪ͏޴࿣ݺ͹Πμϗϱκϱ෾͗ࢢҲૌΝܙ੔͢ɾ
ͨ͹ૌ͗੖྽͢ͱ͏Ήͪ͢ɽ͠ΔͶɾΦϋϩάʖݱͲ͍ΖޭͶยޭΝ༽͏Ζ͞ͳͲɾ݃ধ͹ൕ෰ӣಊ
͗ଡ༹ͶรԿͤΖ͞ͳΝͫ͢͏ݡΉͪ͢ɽ͞͹ӣಊΝմੵͪ݃͢Վɾ݃ধ஦͹࿣ݺ͹ΠμϗϱκϱͶ
ͺɾबغӣಊ͹ಊྙݱͶ͵Ζʰ෾ࢢϠʖνʖʱͳ͢ͱؽ೵ͤΖ΍͹ͳɾยޭː3͹͘޴Ν״எ͢઄Ηۄ
͗Ζ͘޴Ν௒੖ͤΖʰ෾ࢢιϱγʖʱͳ͢ͱؽ೵ͤΖ΍͹͍͗Ζ͞ͳΝ໎Δ͖Ͷ͢Ήͪ͢ɽ͞͹੔Վ
ͺɾཅΖʤϨθϝΩϩͶಊ͚ʥͳ͏͑ಊࡠΝՆ೵ͶͤΖ෾ࢢϠʖνʖͳɾยޭΝ״எ͢ͱn৾Ε෉͜|
ΝΠϪϱζͤΖ෾ࢢιϱγʖͳ͹“෾ྙڢۂର੏|Ͳɾଡ࠾͵ཅΕΝΊͦΖԿָద͵ঘ͠͵ϫϚρφΝ
੊ֆͲॵΌͱࣰڂݜͪ͢ݳͶ͵ΕΉͤɽޛࠕɾ״எ͹࣏ஊ֌ͳ͢ͱɾ෵਼͹৚ๅΝ״எͨ͢͹৚ๅΝ
ԍ͢ࢋͱࣙ෾͹ಊ͘Ν݀ఈͤΖʰ৚ๅԍཱࣙܗࢋӣಊࡒྋʱ͹ࣰغ͗ݳଶ͠ΗΉͤɽ 
͵͕ɾຌڂݜ੔Վͺɾ2020೧݆̑ 19ೖʤ໨ʥޮ֋͹ Chemistry t A European JournalࢿͶ͠ࡎܟ
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触ഖ設計を加速するデータ෾析プラットフォームを開൅ 
～触ഖインフォマティクスによる触ഖ開൅～ 

 

ポイント 
・ਕ޽எ೵をࣙષ科学にన༽しৰഖ開൅を加ଐさせるためのプラットフォームの開൅に੔ޯ。 
・データ可ࢻ化やؽ械学सをプログラミングなしでࣰߨできる৏，ৰഖデータセンターؽ೵も౧ࡎ。 
・ްིదかつ௜ંదなৰഖઅܯの加ଐにغଶ。 
概གྷ 

๼海ಕ୉学୉学院ཀྵ学ڂݜ院の∃ܔڰ介०گद，౽ؔ ५ಝ೜०گद，ٸ཮一ظಝ೜ঁٶگび∃ڰ 
ローレン学ढ़ڂݜ員らのڂݜグループは，ৰഖデータをオープンに༙ڠでき，プログラミングをචགྷ
としないؽ械学स・データ可ࢻ化を可೵としたৰഖインフォマティクス・プラットフォーム「Catalyst 
Acquisition by Data Science」（௪স CADS）の開൅に੔ޯしました。 
 ۛ೧，ਕ޽எ೵（AI）-データ科学-をࣙષ科学にన༽し，ৰഖ開൅を加ଐさせるಊきが׈൅化して
います。このようなࢾみをৰഖインフォマティクスとݼび，৿وのڂݜ෾໼として学ढ़界・ۂࢊ界  
から஭໪されています。ৰഖインフォマティクスはଡくのٗढ़の༧߻෾໼のため઒໵੓が߶い৏， 
߶ౕなプログラミングٗढ़がචགྷです。また，各々のৰഖंڂݜのॶ༙するデータをட੷・༙ڠする
データセンターがଚࡑしないことも，ৰഖインフォマティクスをਬ਒する৏で୉きな্害でした。 

でৰഖインࡠୱなマウス૤؈グループはこれらの্ปをखり෹うため，ウェブブラウザ৏でのڂݜ
フォマティクスを༽いてৰഖઅܯできるプラットフォームを開൅しました。これにより，ウェブブラ
ウザ৏でंڂݜが࣍つデータの可ࢻ化やؽ械学सによるৰഖઅܯが可೵になる৏，ৰഖデータのޮ開
により੊界のৰഖंڂݜとの৚ๅ༙ڠも可೵とし，ৰഖデータセンターとしてのༀ割も果たします。
にࡏࣰ OCM（メタン࢐化カップリング）ৰഖデータを CADS で෾ੵし，CADS のインタラクティブ
可ࢻ化౵によって，OCM のൕ応फིに影ڻするགྷ因の઀り޳をݡड़しました。ޛࠕ，CADS の෕ٶ
により，データۨಊܗのްིదかつ௜ંదなৰഖઅܯが加ଐするとغଶされます。 

なお，ຌڂݜ੔果は 2020 ೧ 4 ݆ 21 ೖ（火）ޮ開の Reaction Chemistry & Engineering にࢿ
オンラインޮ開されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 プラットフォームのસର଀ 
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脂肪酸を有⽤物に変換する画期的な⼈⼯触媒を開発 
〜化学原料のバイオマス転換で持続可能社会への貢献に期待〜 

 
 
ポイント 

・炭素の鎖の中の狙った位置での化学反応を実現。 
・化学反応の位置を正確に測るものさしを持った触媒を開発。 
・単純な分⼦が⾃然に集まって触媒ができるので低コスト。 

 
概要 

北海道⼤学創成研究機構化学反応創成研究拠点(WPI-ICReDD)・同⼤学院理学研究院の澤村正也教
授らの研究グループは，バイオマス＊1由来の化学原料である脂肪酸を原料として様々な有⽤有機化合
物を効率よく合成する画期的な⼈⼯触媒＊2を開発しました。 

複雑な構造を持つ様々な有機化合物が医薬品などの合成に利⽤されています。これまでこれらの有
機化合物を得るには，枯渇資源である⽯油に由来する単純な構造の化学原料から多くの化学反応を繰
り返して合成するしかありませんでした。研究グループは，このような有機化合物をバイオマス原料
の脂肪酸から効率よく合成することに成功しました。脂肪酸は炭化⽔素基＊3と呼ばれる油になじむ⻑
い鎖状の部分（尾部）と，その鎖の端にあって⽔となじむカルボキシ基と呼ばれる部分（頭部）とか
らなるおたまじゃくし型の有機分⼦で，⽯鹸などの界⾯活性剤として私たちの暮らしの中で⼤量に利
⽤されています。⼀⽅，脂肪酸の合成化学原料としての利⽤は頭部カルボキシ基の化学変換に限られ，
尾部の炭化⽔素鎖はほとんど利⽤されてきませんでした。これは尾部の構成単位である炭素―⽔素結
合が多数並んでいて，そのうちどれか⼀つを選んで反応させることができなかったからです。 
 研究グループが開発した触媒は，炭素―⽔素結合を炭素―ホウ素結合に組み替える働きをする⾦属
中⼼に加え，脂肪酸頭部を捕まえる捕捉部位と両者を⼀定の距離でつなぐ調節部位を持っているの
で，調節部位の⻑さに応じた特定の位置の炭素―⽔素結合のみが化学反応を起こし，炭素―ホウ素結
合に変換されます。こうして⽣成する有機ホウ素化合物は，さらに様々な形に化学変換することがで
きます。 
 ⾦属中⼼と捕捉部位を繋ぐ調節部位は，頭部から反応点までの位置を調整する「ものさし」です。
ものさしの⻑さを変えることで脂肪酸尾部の様々な位置の炭素―⽔素結合を⾃在に変換できる可能
性があります。このように⽯油由来の原料から光合成によって⼆酸化炭素から作られるバイオマスに
原料転換することで，持続可能社会の実現への貢献が期待されます。 

なお，本研究成果は，2020年 8⽉ 20⽇（⽊）公開の Science誌にオンライン掲載されました。 
 

 

2020年の化学科からの公表成果例

世界が注⽬し科学分野全体にインパクトを与える化学の研究



加藤 昌⼦ 教授 錯体化学研究室
2020年4⽉
⽂部科学⼤⾂表彰 科学技術賞
環境感応型クロミック⾦属錯体の開発と
光機能に関する研究
2020年９⽉
錯体化学会 令和２年度錯体化学会賞
光機能性クロミック⾦属錯体化学の創成

2020年５⽉
原渕 祐 助教 理論化学研究室
理論化学会 第1回奨励賞
分⼦の光応答を包括的に理解するための
理論計算⼿法の開発と応⽤

受賞



昇任・異動
４⽉１⽇ 鎌⽥ 瑠泉 先⽣
⽣物化学研究室・助教 より 同研究室・准教授へ昇任

８⽉３１⽇ ⼟井 貴弘 先⽣
無機化学研究室・助教 より 東邦⼤学化学科・准教授に異動

８⽉３１⽇ 齋尾 智英 先⽣
構造化学研究室・助教 より 徳島⼤学・先端酵素学研究所 教授に異動

９⽉３０⽇ 藤⽥ 恭之 先⽣
遺伝⼦病制御研究所・分⼦腫瘍分野・教授 より 京都⼤学⼤学院医学研究科・分⼦⽣体統御学講座 教授に異動

部⾨⼈事

４⽉１⽇
佐藤 勇太 先⽣ ⽣物有機化学研究室 特任助教
Ronald Lazo Reyes 先⽣ 有機⾦属化学研究室(iCReDD) 特任助教
⻑⾕川 太祐 先⽣ 理論化学研究室(iCReDD) 特任准教授
藤間 淳 先⽣ 理論化学研究室 特任准教授
Jinag Julong 先⽣ 理論化学研究室(iCReDD) 特任助教
宮⾥ ⼀旗 先⽣ 理論化学研究室 特任助教
坂東 正佳 先⽣ ⾼分⼦機能研究部⾨（触媒研） 助教

９⽉２１⽇
今枝 佳祐 先⽣ 分析化学研究室 特任助教

着任
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コーディネーター：
⽯森浩⼀郎教授





Akira SUZUKI,
Nobel Prize Laureate

2010年ノーベル化学賞受賞 鈴木章先生からのメッセージ

若い⼈は、やりたいことをいつか⾃分
で決めるときがきます。そして、⼀⽣
懸命、真剣に対処した⼈は、あるとき
幸運に恵まれるかもしれません。
しかし、その幸運を⽣かすには、真

摯な気持ちで、新しいものを⾒つけよ
うとする努⼒が⽋かせません。
⼈には個性と能⼒があり、チャンス

は皆に平等にあると信じています。

（北⼤ 化学教科書 「化学︓物質の構
造と性質を理解する」推薦⽂より）



研究室⾒学イベント開催中

もっと知りたいことがあれば北⼤理学部化学科のHPへ


